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	シャワー水によるレジオネラ感染

病原微生物検出情報11月15日号で、東京都文京区内の公衆浴場のシャワー水が原因で、レジオネラ感染が発生していたとの報告がありました。そして、他の公衆浴場のシャワー水検査でもレジオネラ属菌が検出され、対策がまとめられ報告されています。そこで、この二つの報告の概要をお知らせします。
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シャワー水を感染源としたレジオネラ症例について（p.20-21）

2009年10月29日に医療機関から、レジオネラ症患者（62歳、男性）の発生届が保健所に提出された。患者の聞き取り調査をした結果、発症の直近まで公衆浴場を利用していたことが判明した。その他得筆すべき情報は得られなかった。そこで当該公衆浴場の現場調査を行い、採水を実施した。低温浴槽水及びシャワー水から、それぞれ1および260CFU/100mlのレジオネラ属菌が検出された。

患者が感染したのはLegionella pneumophila血清群1で、低温浴槽水からははLegionella pneumophila血清群8、シャワー水からはLegionella pneumophila血清群1を検出した。パルスフィールド・ゲル電気泳動（PFCE）解析により患者喀痰とシャワー水のレジオネラ属菌の遺伝子パターンが一致したことから、シャワー水が汚染源であることが確定した。

公衆浴場に対しレジオネラ属菌が検出された系統の洗浄・消毒作業の実施を指導した。洗浄・消毒作業には過酸化水素を主成分とする薬剤が使用された。なお、当該施設においては、開業以来シャワー系統管内の洗浄・消毒を実施したことはなかった。2回目の清浄・消毒後の水質検査で、レジオネラ属菌陰性が確認された。

入浴施設のシャワー水のレジオネラ汚染状況（p.21-22）

レジオネラ患者の感染源が公衆浴場のシャワー水とわかり、シャワー水の危険性が判明した。そこで、公衆浴場、社会福祉施設、循環式浴場を持つ旅館のシャワー水の検査を実施した。調査施設数は公衆浴場22施設（普通公衆浴場12、その他の公衆浴場10）、社会福祉施設12施設、旅館7施設で合計41施設。併せての検体数は70検体。結果、レジオネラ属菌が検出されたのは全て普通公衆浴場で、6施設11検体から検出された。

普通公衆浴場においてレジオネラ属菌の侵入経路として考えられる因子として考察すると、①原水が上水道ではなく井戸水を使用していること、②湯と水を混合する開放された調節箱を有していること、③シャワー系統が循環利用されていること、があげられる。

普通公衆浴場では原水に井戸水を使用しており、4施設について井戸水を検査したところ、レジオネラ属菌は検出されなかった、

今回の調査の結果、調節箱を通る循環式シャワー水の危険性が把握できた。レジオネラ属菌は侵入してくるものと考えて浴槽水同様、毎日の塩素の添加、週1回以上高濃度塩素による消毒、月1～2回程度シャワーヘッドの消毒、年に1回以上調節箱を含むシャワー系統の配管洗浄、レジオネラ属菌水質検査の実施等、日常の衛生管理が重要である。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

普通公衆浴場でのレジオネラ感染となれば、即浴槽水が原因と考えられ、浴槽水の循環系統の配管洗浄・消毒、レジオネラ属菌の検査等を指導してきました。この二つの報告からシャワー水も原因となることが確認され、今後はシャワー水系統の配管洗浄、レジオネラ属菌検査の実施も重要であることが判明しました。（笈川）
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